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【緒言】チタン(Ti)はインプラント材として広く用いられているが生体不活性であるため骨との接

合部における強度再生が遅いという問題点を有している。この問題点を解決するために Tiに新機

能を付加する必要がある。近年、材料表面への微細構造形成による細胞伸展制御が知られている
1)。我々はこれまでの研究において、Ti基板上にフェムト秒レーザーの基本波(波長 775 nm)を照射

すると、基板表面に周期的微細構造が形成されることを報告してきた 2)。形成された周期的微細

構造の周期は約 600 nmであった。骨芽細胞を用いて細胞試験を行ったところ、細胞が周期的微細

構造の溝の方向に沿って伸展することが明らかになった 2)。しかし、Ti 基板上への細胞伸展方向

制御に最適な周期については明らかにされていない。レーザーの波長を変化させることにより、

周期は変化する。また、周期的微細構造がレーザーの偏光に対して垂直方向に形成することに着

目した。レーザーの偏光を制御することで周期的微細構造の溝方向を変化させることが可能であ

ると考えられる。すなわち、多方向への細胞伸展方向制御が可能であると考えられる。本研究で

は、Ti基板上へフェムト秒レーザーを照射し、周期的微細構造形成を試みた。また、形成した周

期的微細構造が細胞の伸展方向に与える効果について調べた。 

【実験方法】本実験に用いたフェムト秒レーザーの波長、パルス幅及び繰り返し周波数はそれぞ

れ 775 nm、150 fs及び 1 kHzである。レーザーの波長は波長変換素子を用いて 388及び 258 nmへ

と変化させた。レーザー照射後の試料表面は走査型顕微鏡(SEM)を用いて観察した。細胞培養試

験では骨芽細胞(MG-63)を用い、37 ℃、5% CO2インキュベーターで 3時間培養した。細胞培養試

験後の試料は 8%パラホルムアルデヒドを用いて固定し、細胞の核及びアクチン等を免疫染色した。

細胞試験後の細胞伸展は蛍光顕微鏡を用いて観察した。 

【実験結果】図 1(a)、(b)、(c)に Ti基板表面に対して波長 775、388、258 nmでフェムト秒レーザ

ー照射した後の Ti 基板表面の

SEM 観察像をそれぞれ示した。

形成された周期的微細構造の周

期は波長 775、388及び 258 nmに

対して 600、290及び 190 nmであ

った。当日は、細胞伸展に効果的

な周期について評価した結果を

報告する。 
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図 1  Ti表面 SEM観察像: (a)基本波(波長:775 nm)、(b)2倍波(波

長:388 nm)、(c)3倍波(波長:258 nm) 
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